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視用に試作した。視野角0.50 程度，最低可測温度約400 0C である。
これらは光源の開発，製造および応用面に役立つた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，紫外がよび赤外領域の放射の有効適切な利用と測定技術の改良を纏めたものである。
まず，紫外領域で，無紫外線蛍光ランプ，無紫外線水銀ランプ，紫外から可視領域にわたり昼光と
近似した分光分布をもっ太陽蛍光ランプ，適量のドルノー線の自動的投与の行える健康照明用の白色
蛍光ランプ，強力な誘虫用蛍光ランフ。の研究開発を行った。
次に，殺菌紫外線の効果的な照射および応用装置設計の基礎となる殺菌効果試験と放身j測定の実施
ならびに解析を行なった。
更に自記紫外分光放射計を試作し，紫外線光源の特性改善に役立てている。
最後に赤外線放射温度計を研究試作し，常温域用放射計を完成し，実用している。
これらの結果は，紫外領域および赤外領域の放射の測定と応用に対して工学上および工業上寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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